
＜支援事業開始以前の状況＞ ＜市による管理方法＞
　　

市役所にて保有者リストおよび保有者管理表の２帳票を作成
・保戸島は島内保有台数が３０台未満と少なく事業者がいないため、
　市が主体となったきめ細やかな保有車両管理が求められていた 【保戸島自動車保有者リスト】

・使用済自動車を処分する義務意識が浸透しておらず
　住民の支援事業に対する認知度も低かった

＜実施概要と成果＞
【車両ごとの保有者管理表】

① 島内車両の状況を取りまとめ　

・ 巡回して収集した情報を基に島内車両の保有者リストを作成
　 　 　→　基本情報に加え、次回車検日やリサイクル番号等の項目を設け

　　　　 支援事業の活用を意識したより具体的な車両管理を可能とした

② 住民への啓発活動とリストの更新作業　

・ 定期的（年１回）に島内を巡回し、保有者へ支援事業の活用を呼び掛け
　　→　保有者への浸透度および理解度が飛躍的に深まった

・ 併せて、保有者リストを更新
　　→　車両台数・場所等の情報について最新化を図った

＜市担当者の談話＞

【成果】 ・ 小さな島では、理解普及活動はもとより、運搬方法の検討から海上輸送日の
・車両管理と呼び掛けの効果により、保有台数が３０台未満でも毎年確実に 確認、また事務手続きなど、支援事業に関する一連の手続きについて
　使用済自動車が島外に搬出され、支援事業も活用されている 市が先頭に立って進めていかないとなかなか上手く機能しない

音頭を取って進める意気込みで取り組んでいる

・ 写真つきのマップを作成し管理しながら保有者個々に処分を働きかけた結果、
今ではほぼ全ての保有者が支援事業を理解しており、
自ら申請について相談をしてくるまでになっている

島内の全車両を保有者リストで管理する好事例 （大分県 津久見市 保戸島）

　

　　　　　支援事業開始直後に市の担当者が島内を
    　　巡回し車両保有者の情報を収集
　　　　年１回のペースで定期的に島内を巡回し、
　　　　保有者リストを更新

　個別の車両に関する情報を
　保有者管理表として取りまとめ
　詳細情報も書き込める様式とした

　①所有者名・住所・電話番号等の
　　基本情報
　②車体番号・リサイクル券番号等
　　申請時に必要な情報
　③エアコン有無や車検満了日等の
　　詳細情報

　簡便かつ必要十分な情報でリストを構成することにより、効率の良い管理を実現
　情報の更新やメンテナンスも最小限の手間で行えるようになった
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